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造影剤（ぞうえいざい）とは、体の中や病気の状態

を分かりやすく画像に写すために使用するお薬で、

以下のものなどがあります。

・ CT検査やカテーテル検査で使われるヨード造影剤

・ MRI検査で使われるガドリニウム造影剤

・ 胃の検査で使われるバリウム製剤 ▲ X線CT検査

重い副作用は検査中/または検査直後に発生する場合が多く、すぐに

治療を開始します。軽い副作用の場合、基本的に治療は必要ありませ

んが、検査数日後に症状が現れることもあるため、いつもと違う症状

が現れたり、心配な場合は検査を受けた医療機関に相談してください。

造影剤は基本的に副作用が起こりにくく、安全性の高い薬剤ですが、

まれに副作用が現れる人もいます。症状としては、吐き気やかゆみな

どの軽いものから、血圧低下や呼吸停止など命に関わる重い症状のも

のまであり、検査の際は注意が必要です。

【軽い副作用】（100人に2人の確率）

くしゃみ、頭痛、吐き気、部分的な発疹/かゆみなど

【重い副作用】（2500人に1人の確率）

呼吸困難、血圧低下、意識障害、便失禁、心停止など

・症状

▲ 当院で使用している造影剤

腹部CT検査（ヨード造影剤使用）

▲ 造影剤：使用なし ▲ 造影剤：使用あり



検査に関する疑問、質問などございましたら

お気軽に検査担当技師までお問い合わせください。

《造影剤副作用カード》
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当院では造影剤を使用し副作用のでてしまった方へ、

“造影剤副作用カード”(日本放射線専門医会・医会 発行)を渡しています。

このカードは、造影剤副作用の再発を防止することを目的として製作

され、普及が図られているものです。

このカードは各自大切に保管していただき、当院受診時に限らず、

他の医療機関を受診する際も、必ず提出してください。それにより、

各施設間で造影剤副作用の情報を共有でき、より安全な検査を行うこ

とができます。

見 本
（おもて）

見 本
（ う ら ）

造影剤副作用カード


	スライド 1
	スライド 2

